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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一個の基座（１）、一個の蓋板（２）、一個のファンホイール（３）および一個の補助
軸（４）を有する放熱ファンにおいて、蓋板（２）は基座（１）の上部に位置され、ファ
ンホイール（３）は一個の回動軸（３１）によって回動自在に基座（１）に枢接され、フ
ァンホイール（３）には一個の最高部位（Ｔ）が含まれ、ファンホイール（３）の最高部
位（Ｔ）と蓋板（２）の底部の間には一個の第一隙間（Ｇ１）が含まれ、補助軸（４）は
ファンホイール（３）のハブ（３２）の上部および蓋板（２）の底部の間に設けられ、補
助軸（４）とハブ（３２）の上部または蓋板（２）の底部の間には一個の第二隙間（Ｇ２
）が含まれ、第二隙間（Ｇ２）は第一隙間（Ｇ１）より小さくなるように形成されること
を特徴とする放熱ファン。
【請求項２】
　基座（１）の上には一個の保護板（１６）が設けられ、保護板（１６）はファンホイー
ル（３）の羽根（３３）の上部に位置され、ファンホイール（３）の最高部位（Ｔ）と保
護板（１６）の底部の間には第一隙間（Ｇ１’）が形成され、第二隙間（Ｇ２）は第一隙
間（Ｇ１’）より小さくなるように形成されることを特徴とする請求項１に記載の放熱フ
ァン。
【請求項３】
　補助軸（４）は一個の第一補助軸（４１）と一個の第二補助軸（４２）により構成され
、ハブ（３２）の上部には第一補助軸（４１）が設けられ、蓋板（２）の底部には第二補
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助軸（４２）が設けられ、第一補助軸（４１）と第二補助軸（４２）の間には第二隙間（
Ｇ２）が形成され、第二隙間（Ｇ２）は第一隙間（Ｇ１）より小さくなるように形成され
ることを特徴とする請求項１に記載の放熱ファン。
【請求項４】
　ファンホイール（３）には一個の羽根突出高さ（Ｈ）が含まれ、補助軸（４）には一個
の長さ（Ｌ）が含まれ、羽根突出高さ（Ｈ）は補助軸（４）の長さ（Ｌ）より小さくなる
ように形成されることを特徴とする請求項１、２または３に記載の放熱ファン。
【請求項５】
　補助軸（４）はファンホイール（３）のハブ（３２）の上部に設けられることを特徴と
する請求項１または２に記載の放熱ファン。
【請求項６】
　補助軸（４）はファンホイール（３）と一体に形成されることを特徴とする請求項５に
記載の放熱ファン。
【請求項７】
　補助軸（４）は蓋板（２）の底部に設けられることを特徴とする請求項１または２に記
載の放熱ファン。
【請求項８】
　補助軸（４）はファンホイール（３）の回転の中心位置に位置されることを特徴とする
請求項１、２または３に記載の放熱ファン。
【請求項９】
　補助軸（４）は回動軸（３１）から直接延伸してなるように形成されることを特徴とす
る請求項１、２または３に記載の放熱ファン。
【請求項１０】
　補助軸（４）が蓋板（２）の底部に隣接する一端は円弧状、円錐状または尖状に形成さ
れることを特徴とする請求項１または２に記載の放熱ファン。
【請求項１１】
　第一補助軸（４１）と第二補助軸（４２）の隣接する端には少なくともその一端は円弧
状、円錐状または尖状に形成されることを特徴とする請求項３に記載の放熱ファン。
【請求項１２】
　蓋板（２）の底部には一個の耐摩材（２２）が設けられ、耐摩材（２２）は補助軸（４
）の一端が当接するのに用いられることを特徴とする請求項１または２に記載の放熱ファ
ン。
【請求項１３】
　蓋板（２）は基座（１）に結合されることを特徴とする請求項１、２または３に記載の
放熱ファン。
【請求項１４】
　放熱ファンは一個の框体（５１）に結合され、蓋板（２）は框体（５１）の一個の基板
からなることを特徴とする請求項１、２または３に記載の放熱ファン。
【請求項１５】
　基座（１）には一個の風道（１０）が設けられ、風道（１０）には少なくとも一個の第
一風口（１１）と少なくとも一個の第二風口（１２）が含まれ、かつ基座（１）には他に
一個の軸座（１３）が設けられ、ファンホイール（３）は一個の回動軸（３１）によって
軸座（１３）に枢接されることを特徴とする請求項１、２または３に記載の放熱ファン。
【請求項１６】
　第一風口（１１）と第二風口（１２）は同じ水平方向に形成されることを特徴とする請
求項１５に記載の放熱ファン。
【請求項１７】
　第一風口（１１）と第二風口（１２）は同じ軸方向に形成されることを特徴とする請求
項１５に記載の放熱ファン。
【請求項１８】
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　第一風口（１１）と第二風口（１２）は互いに直交する方向に形成されることを特徴と
する請求項１５に記載の放熱ファン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放熱ファンに関するもので、特にファンホイールのハブの上部またはその羽
根の上部がその蓋板の底部にぶつかるのを防止することができ、かつ特別に一個の補助軸
を利用してファンホイールのハブと蓋板の間に介在させることにより、羽根の上部または
ハブの上部が蓋板の底部にぶつかるのを防止することができる放熱ファンに係るものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来の放熱ファンとしては、例えば中華民国公告第Ｍ３２４４００号（特許文献１を参
照）の「送風ファン」においては、送風ファンには一個の底座および一個の上蓋が含まれ
、上記底座には一個の底板が含まれ、上記上蓋には一個の上板が含まれ、かつ上記底板に
は一個の枢軸が形成され、上記枢軸が一個のファンホイールを枢接するのに用いられるた
め、上記ファンホイールは上記底板と上板の間に回動できるようにしたものがある。
【０００３】
　また、従来の放熱ファンとしては、例えば図１１に示すように、従来の放熱ファンの使
用方式において、放熱ファン９は一個の框体９０の内に収容され、放熱ファン９によって
一個の発熱部材９１に対して放熱の効果を提供することができるもりがある。放熱ファン
９において基座９２には一個の軸管９３が設けられ、軸管９３の外周壁は一個のステータ
組９４が結合するのに用いられ、かつ軸管９３の内周壁には軸受け９５が設けられる。軸
受け９５はファンホイール９６の回動軸９６１が回動自在に回動するのに用いられ、ファ
ンホイール９６はハブ９６２の外周壁から複数個の羽根９６３が放射状に設けられる。複
数個の羽根９６３の上部はハブ９６２から突出しないように、またはハブ９６２の上部と
平らになるように形成され、ステータ組９４によって永久磁石９６４を有するファンホイ
ール９６が回動するように駆動することができる。また、ファンホイール９６のハブ９６
２の上部と一個の蓋板９７の間には一個の隙間Ｐが含まれることにより、ファンホイール
９６が回動する時、ハブ９６２の上部および羽根９６３の上部が蓋板９７にぶつかるのを
防止することができる。さらに、ファンホイール９６の回動軸９６１は軸受け９５の底部
まで突出することができるため、かつ突出される回動軸９６１の部分には係止リングなど
の位置決め部材（図示なし）が設けられるため、ファンホイール９６が回動する時にハブ
９６２の上部および羽根９６３の上部が蓋板９７にぶつかるのを防止することができるよ
うにしたものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】中華民国公告第Ｍ３２４４００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記のような中華民国公告第Ｍ３２４４００号に提示される従来の放熱ファンの構造に
おいては、一般的に次のような問題点を有している。ファンホイールが回動時において上
方へ移動する現象が生じることにより、ファンホイールのそれぞれの羽根の上部と上蓋の
上板の間にぶつかる現象が生じがちであり、ファンホイールの回動時において騒音が生じ
てしまういう問題点があった。
【０００６】
　また、上記のような図１１に掲示される従来の放熱ファンの構造においては、一般的に
次のような問題点を有している。従来の放熱ファン９のファンホイール９６においてハブ
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９６２の上部および羽根９６３の上部と蓋板９７の間には一個の隙間Ｐしか含まれず、ま
たファンホイール９６において永久磁石９６４とステータ組９４の感応による磁気的吸引
でハブ９６２の上部および羽根９６３の上部が蓋板９７にぶつかるのを防止することがで
きる。しかし、永久磁石９６４とステータ組９４の感応による磁気の吸引力は限られるこ
とにより、ファンホイール９６は依然として上方へ移動してしまうため、ハブ９６２の上
部および羽根９６３の上部と蓋板９７の間には依然としてぶつかる現象が生じ、そのため
ファンホイール９６が回動する時、騒音が生じたり、ファンホイールの羽根や放熱ファン
が壊れたりするという問題点があった。さらに、突出される回動軸９６１の部分に設けら
れた係止リングなどの位置決め部材により、ファンホイール９６が上方へ移動してハブ９
６２の上部および羽根９６３の上部が蓋板９７にぶつかるのを避けることができるが、放
熱ファン９の構造が複雑になるとともに、放熱ファン９の製造コストも相対的に高くなる
という問題点があった。このように、上記のような従来の放熱ファンはさらなる改良を必
要とするものであった。
【０００７】
　本発明はこのような問題点に鑑みて発明されたものであって、その主な目的とするとこ
ろは、放熱ファンのファンホイールのハブの上部および羽根の上部が蓋板の底部にぶつか
ることがない放熱ファンを提供することである。
【０００８】
　本発明の第二の目的は、放熱ファンのファンホイールのハブの上部および羽根の上部が
蓋板の底部にぶつかることがなく、ファンホイールの回動時においてぶつかることによる
騒音が生じるのを避けることができるとともに、ファンホイールの羽根および放熱ファン
の損害率を低く抑えることができる放熱ファンを提供することである。
【０００９】
　本発明の第三の目的は、放熱ファンの構造を比較的簡単な構造にすることにより、製造
コストを低く抑えることができる放熱ファンを提供することにある。
【００１０】
　本発明の第四の目的は、放熱ファンのファンホイールが一個の補助軸を有し、上記補助
軸を蓋板の底部に当接することにより、ファンホイールの回動をさらに安定にすることが
できる放熱ファンのファンホイールを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明による放熱ファンは、一個の基座、一個の蓋板、一
個のファンホイールおよび一個の補助軸を有する。蓋板は基座の上部に位置される。ファ
ンホイールは一個の回動軸によって回動自在に基座に枢接され、ファンホイールには一個
の最高部位が含まれ、ファンホイールの最高部位と蓋板の底部の間には一個の第一隙間が
含まれる。補助軸はファンホイールのハブの上部および蓋板の底部の間に設けられ、補助
軸とハブの上部または蓋板の底部の間には一個の第二隙間が含まれ、第二隙間は第一隙間
より小さくなるように形成される。
【００１２】
　また、基座の上には一個の保護板が設けられ、保護板はファンホイールの羽根の上部に
位置され、ファンホイールの最高部位と保護板の底部の間には第一隙間が形成され、第二
隙間が第一隙間より小さくなるように形成されることもできる。また、補助軸は一個の第
一補助軸と一個の第二補助軸により構成され、ハブの上部には第一補助軸が設けられ、蓋
板の底部には第二補助軸が設けられ、第一補助軸と第二補助軸の間には第二隙間が形成さ
れ、第二隙間は第一隙間より小さくなるように形成されることもできる。また、ファンホ
イールには一個の羽根突出高さが含まれ、補助軸には一個の長さが含まれ、羽根突出高さ
は補助軸の長さより小さくなるように形成されることもできる。また、補助軸はファンホ
イールのハブの上部に設けられることもできる。また、補助軸はファンホイールと一体に
形成されることもできる。また、補助軸は蓋板の底部に設けられることもできる。また、
補助軸はファンホイールの回転の中心位置に位置されることもできる。また、補助軸は回
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動軸から直接延伸してなるように形成されることもできる。また、補助軸が蓋板の底部に
隣接する一端は円弧状、円錐状または尖状に形成されることもできる。また、第一補助軸
と第二補助軸の隣接する端には少なくともその一端は円弧状、円錐状または尖状に形成さ
れることもできる。また、蓋板の底部には一個の耐摩材が設けられ、耐摩材は補助軸の一
端が当接するのに用いられることもできる。また、蓋板は基座に結合されることもできる
。また、放熱ファンは一個の框体に結合され、蓋板は框体の一個の基板からなることもで
きる。また、基座には一個の風道が設けられ、風道には少なくとも一個の第一風口と少な
くとも一個の第二風口が含まれ、かつ基座には他に一個の軸座が設けられ、ファンホイー
ルは一個の回動軸によって軸座に枢接されることもできる。また、第一風口と第二風口は
同じ水平方向に形成されることもできる。また、第一風口と第二風口は同じ軸方向に形成
されることもできる。また、第一風口と第二風口は互いに直交する方向に形成されること
もできる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の放熱ファンによれば、放熱ファンのファンホイールのハブの上部および羽根の
上部が蓋板の底部にぶつかることがないという利点がある。
【００１４】
　本発明の放熱ファンによれば、放熱ファンのファンホイールのハブの上部および羽根の
上部が蓋板の底部にぶつかることがないため、ファンホイールの回動時においてぶつかる
ことによる騒音が生じるのを避けることができるとともに、ファンホイールの羽根および
放熱ファンの損傷率を低く抑えることができるという利点がある。
【００１５】
　本発明の放熱ファンによれば、放熱ファンの構造が比較的簡単になるため、製造コスト
を低く抑えることができるという利点がある。
【００１６】
　本発明の放熱ファンによれば、放熱ファンのファンホイールは一個の補助軸を有し、補
助軸を蓋板の底部に当接することにより、ファンホイールの回動がさらに安定になるとい
う利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、本発明の実施例１の放熱ファンの分解斜視図である。
【図２】図２は、本発明の実施例１の放熱ファンの組み立てられた状態の正面断面図であ
る。
【図３】図３は、図２に示される補助軸が上昇した変位状態の説明図である。
【図４】図４は、本発明の実施例２の放熱ファンの組み立てられた状態の正面断面図であ
る。
【図５】図５は、本発明の実施例３の放熱ファンの組み立てられた状態の正面断面図であ
る。
【図６】図６は、本発明の実施例４の放熱ファンの組み立てられた状態の正面断面図であ
る。
【図７】図７は、本発明の放熱ファンの使用例１の斜視図である。
【図８】図８は、図７のＡ－Ａ線に沿った組み立てられた状態の正面断面図である。
【図９】図９は、本発明の放熱ファンの使用例２の斜視図である。
【図１０】図１０は、図９のＡ－Ａ線に沿った組み立てられた状態の正面断面図である。
【図１１】図１１は、従来の放熱ファンの正面断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の実施の形態について、以下、図面を参照して説明する。
【００１９】
　本発明において述べられる「放熱ファン」は、従来の軸流式ファン、遠心式ファン、送
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風式ファンまたは水平対流式ファンなどからなることができ、かつ、放熱ファンは気流を
駆動して一個の風道において移動させることができるため、気流は風道の少なくとも一個
の第一風口から上記風道の少なくとも一個の第二風口に向かって流動することは、本発明
の技術分野を熟知したものにとって容易に予期及び理解することができるものである。
【００２０】
　また、本発明において述べられる「放熱ファン」は、従来の外回転子式放熱ファンまた
は内回転子式放熱ファンからなることもできることは、本発明の技術分野を熟知したもの
にとって容易に予期及び理解することができるものである。
【００２１】
　本発明において用いられる用語「上部」、「底部」及び「側辺」は、図面上におけるあ
る部材の上方位置の端部を「上部」、下方位置に位置する端部を「底部」、かつこれら「
上部」と「底部」を連接する間を「側辺」と称している。
【００２２】
　本発明において用いられる用語「風道」は、第一風口と第二風口が含まれ、第一風口と
第二風口は同じ水平方向に形成されるか、または同じ軸方向に形成されるか、同じ水平方
向又は同じ垂直方向ではない方向に形成されるか、互いに直交する方向に形成されるか、
或いは、互いにいかなる角度を有する方向に形成されることができる。
【００２３】
　本発明において用いられる用語「蓋板」は放熱ファンのファンホイールを保護すること
ができ、放熱ファンの上部に形成される板片からなるか、または、放熱ファンが結合する
のに用いられる一個の框体の基板からなることができる。
【００２４】
　本発明において用いられる用語「羽根」は、放熱ファンのファンホイールのハブの側辺
に位置することができるか、放熱ファンのファンホイールのハブの側辺に位置してハブの
上部から突出することができるか、放熱ファンのファンホイールのハブの側辺と上部に位
置することができるか、或いは放熱ファンのファンホイールのハブの上部に位置すること
ができるように形成できることは、従来の技術分野を熟知したものにとって容易に理解で
きることである。
【００２５】
　本発明において用いられる用語「羽根突出高さＨ」は、羽根がファンホイールのハブの
上部から突出した高さを指し、羽根が放熱ファンのファンホイールのハブの側辺に位置す
る場合、またはファンホイールのハブの上部と平らになる場合、または羽根の上部がファ
ンホイールのハブの上部から突出していない場合、羽根突出高さＨはすなわちゼロとなる
。
【００２６】
　本発明において用いられる用語「補助軸」は、単一の部材からなるか、または一個の第
一補助軸と一個の第二補助軸により構成することができ、補助軸は一個の予定される長さ
Ｌを有するか、または第一補助軸が一個の予定されるの長さＬ１からなり、かつ第二補助
軸が一個の予定される長さＬ２からなり、第一補助軸の長さＬ１と第二補助軸の長さＬ２
の総長さが長さＬを指すことは、本発明の技術分野を熟知したものにとって容易に理解で
きることである。
【００２７】
　本発明において用いられる用語「ファンホイール最高部位Ｔ」は、ファンホイールから
突出した最高部位を指し、羽根の上部がファンホイールのハブから突出した場合、「ファ
ンホイール最高部位Ｔ」は羽根の上部であり、また、羽根の上部がファンホイールのハブ
の上部から突出していない場合、「ファンホイール最高部位Ｔ」はハブの上部である。本
発明において述べられる「ファンホイール最高部位Ｔ」は、ハブの上部に位置する補助軸
を含まない。
【００２８】
　本発明において用いられる用語「第一隙間Ｇ１」は、「ファンホイール最高部位Ｔ」と
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一個の蓋板の底部との間の距離を指す。
【００２９】
　本発明において用いられる用語「第一隙間Ｇ１’」は、「ファンホイール最高部位Ｔ」
と一個の保護板の底部との間の距離を指す。
【００３０】
　本発明において用いられる用語「第二隙間Ｇ２」は、補助軸の一端と蓋板の底部の一つ
の距離を指すか、補助軸の一端とハブの上部の一つの距離を指すか、または第一補助軸と
第二補助軸の間の一つの距離を指す。距離の長さがゼロである場合、補助軸の一端は蓋板
の底部と互いに当接するか、補助軸の一端はハブの上部と互いに当接するか、または第一
補助軸と第二補助軸は互いに当接することができることは、本発明の技術分野を熟知した
ものにとって容易に理解することができることである。
【実施例１】
【００３１】
　図１は本発明の実施例１の放熱ファンの分解斜視図で、図２は本発明の実施例１の放熱
ファンの組み立てられた状態の正面断面図である。図１、２を参照すると、本発明の放熱
ファンには一個の基座１、一個の蓋板２、一個のファンホイール３および一個の補助軸４
が含まれる。蓋板２はファンホイール３の上方に位置合わせするように形成されることに
より、ファンホイール３を保護することができる。ファンホイール３は基座１に相対して
回動することができ、補助軸４は蓋板２とファンホイール３の間に介在するように形成さ
れるため、ファンホイール３が蓋板２にぶつかることはない。
【００３２】
　基座１には一個の風道１０が設けられ、風道１０には少なくとも一個の第一風口１１と
少なくとも一個の第二風口１２が含まれ、さらに基座１には一個の軸座１３が設けられ、
軸座１３には軸受けなどの枢接部材１４とステータ組１５が設けられる。
【００３３】
　再び図１、２を参照すると、蓋板２は基座１の上部に位置され、蓋板２は位置決め部材
２１によって基座１に結合される。この結合方法は従来の係合、粘着またはその他の各種
の固定方法を利用することができる。さらに、蓋板２の底部には一個の耐摩材２２が設け
られ、耐摩材２２は補助軸４の一端が当接するのに用いられることにより、耐摩材２２と
補助軸４の補助的な支持によってファンホイール３の回動はさらに安定になる。
【００３４】
　ファンホイール３は一個の回動軸３１によって基座１に相対して回動することができ、
回動軸３１は回動自在に基座１の軸座１３に枢接され、かつ回動軸３１と軸座１３の間に
は一個の枢接部材１４が設けられることにより、ファンホイール３の回動はさらにスムー
スになる。ファンホイール３には一個のハブ３２が含まれ、ハブ３２の上に複数個の羽根
３３が設けられる。複数個の羽根３３はハブ３２の上部から突出するように形成されるこ
とにより、一個の羽根突出高さＨが形成される。ハブ３２の内周壁には永久磁石３４が設
けられ、永久磁石３４は基座１のステータ組１５に対応するように形成されることにより
、ステータ組１５によってファンホイール３が回動するように駆動することができるため
、気流は基座１の風道１０で流動される。気流は基座１の第一風口１１から第二風口１２
に向かって流動したり、または第二風口１２から第一風口１１に向かって流動したりする
ように形成される。
【００３５】
　ファンホイール３には一個のファンホイール最高部位Ｔが含まれ、ファンホイール最高
部位Ｔと蓋板２の底部の間には一個の第一隙間Ｇ１が形成される。
【００３６】
　補助軸４はファンホイール３のハブ３２の上部と蓋板２の底部との間に設けられ、かつ
補助軸４はファンホイール３のハブ３２の上部、または蓋板２の底部、或いは同時にファ
ンホイール３のハブ３２の上部と蓋板２の底部に設けられることができる。実施例１にお
いて、補助軸４はファンホイール３のハブ３２の上部に設けられ、かつ補助軸４は回動軸
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３１から直接延伸してなるように形成される。補助軸４は好ましくはファンホイール３の
回動の中心位置に対応するように形成され、補助軸４には一個の予定の長さＬが含まれる
。補助軸４の長さＬは好ましくは上述した羽根突出高さＨより大きくなるように形成され
る。補助軸４の一端と蓋板２の底部の間には一個の第二隙間Ｇ２が含まれ、第二隙間Ｇ２
は上述した第一隙間Ｇ１より小さくなるように形成される。第二隙間Ｇ２の長さはゼロよ
り大きくまたは同じ（ゼロ）になるように形成される（Ｇ２≧０）。第二隙間Ｇ２がゼロ
である場合、補助軸４の一端は蓋板２の底部または耐摩材２２に当接するように形成され
るため、補助軸４はファンホイール３がさらに安定して回動するように補助することがで
きる。補助軸４が蓋板２の底部に隣接する一端は、好ましくは円弧状、円錐状または尖状
に形成されるため、補助軸４と蓋板２の底部または耐摩材２２との接触時の摩擦力を低く
抑えることができる。
【００３７】
　再び図２を参照すると、本発明の放熱ファンの実施例１の組み立てられた状態が掲示さ
れ、ファンホイール３は回動軸３１によって基座１の枢接部材１４に枢接され、基座１の
ステータ組１５によってファンホイール３が回動するのを駆動することができる。ファン
ホイール最高部位Ｔと蓋板２の底部には一個の第一隙間Ｇ１が形成され、補助軸４の上部
と蓋板２の底部には一個の第二隙間Ｇ２が形成され、第二隙間Ｇ２は第一隙間Ｇ１より小
さくなるように形成される（ Ｇ２＜Ｇ１）。
【００３８】
　図３は図２に示される補助軸が上昇した変位状態の説明図である。図３を参照すると、
ファンホイール３が基座１に対して上昇して変位が生じられた場合、第二隙間Ｇ２が第一
隙間Ｇ１より小さくなるように形成されるため（Ｇ２＜Ｇ１）、または補助軸４の長さＬ
が羽根突出高さＨより大きくなるように形成されるため（Ｌ＞Ｈ）、上昇して変位された
ファンホイール３は補助軸４の一端によって蓋板２の底部に当接するように形成されるだ
けで、ファンホイール最高部位Ｔが蓋板２の底部にぶつかるのを避けることができる（実
施例１において、ファンホイール３の羽根３３の上部が蓋板２の底部にぶつかるのを避け
ることができる）。また、蓋板２の底部に耐摩材２２が設けられる場合、上昇して変位さ
れた補助軸４の一端が耐摩材２２に当接した時、耐摩材２２と補助軸４の補助的な支持に
よってファンホイール３の回動はさらに安定になる。
【実施例２】
【００３９】
　図４は本発明の実施例２の放熱ファンの組み立てられた状態の正面断面図である。図４
を参照すると、補助軸４は直接ファンホイール３の上に成形、すなわち補助軸４は一個の
金属材質からなってファンホイール３と一体に成形されるか、または、図４に示されるよ
うに、ファンホイール３と同じ材質で直接ハブ３２の上部の表面に成形される。ファンホ
イール最高部位Ｔと蓋板２の底部には一個の第一隙間Ｇ１が含まれ、補助軸４の上部と蓋
板２の底部には一個の第二隙間Ｇ２が形成される。第二隙間Ｇ２は第一隙間Ｇ１より小さ
いか（Ｇ２＜Ｇ１）、または、補助軸４の長さＬは羽根突出高さＨより大きい（Ｌ＞Ｈ）
。そのため、上昇して変位されたファンホイール３は補助軸４の一端によって蓋板２の底
部に当接するだけで、ファンホイール最高部位Ｔが蓋板２の底部にぶつかるのを避けるこ
とができる（実施例２において、ファンホイール３の羽根３３の上部が蓋板２の底部にぶ
つかるのを避けることができる）。
【実施例３】
【００４０】
　図５は本発明の実施例３の放熱ファンの組み立てられた状態の正面断面図である。図５
を参照すると、放熱ファンにも同様に一個の基座１、一個の蓋板２、一個のファンホイー
ル３および一個の補助軸４が含まれる。基座１およびファンホイール３は実施例１と同じ
であるため、ここではその説明を割愛する。実施例３において、補助軸４には一個の第一
補助軸４１と一個の第二補助軸４２が含まれ、第一補助軸４１はハブ３２の上部の表面か
ら突出するように形成され、かつ第一補助軸４１は回動軸３１から直接延伸してなるよう
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に形成される。第一補助軸４１には一個の予定の長さＬ１が含まれる。第二補助軸４２は
蓋板２の底部に位置するように形成され、第二補助軸４２には一個の予定の長さＬ２が含
まれる。第一補助軸４１の長さＬ１と第二補助軸４２の長さＬ２は協働して一個の長さＬ
を形成する。
【００４１】
　第一補助軸４１と第二補助軸４２の総長さＬは羽根突出高さＨより大きくなるように形
成されるか（Ｌ＞Ｈ）、または、第一補助軸４１と第二補助軸４２の間に一個の第二隙間
Ｇ２が形成され、ファンホイール最高部位Ｔと蓋板２の底部に一個の第一隙間Ｇ１が形成
され、第二隙間Ｇ２が第一隙間Ｇ１より小さくなるように形成される（Ｇ２＜Ｇ１）。第
一補助軸４１と第二補助軸４２は好ましくは同じ中心線上に位置するように形成され、か
つ第一補助軸４１と第二補助軸４２の隣接する端には少なくともその一端は好ましくは円
弧状、円錐状または尖状に形成されるため、第一補助軸４１と第二補助軸４２の接触時の
摩擦力を低く抑えることができる。そのため、上昇して変位されたファンホイール３は第
一補助軸４１の一端によって第二補助軸４２の底部に当接するように形成されるだけで、
ファンホイール最高部位Ｔが蓋板２の底部にぶつかるのを避けることができる（実施例３
において、ファンホイール３の羽根３３の上部が蓋板２の底部にぶつかるのを避けること
ができる）。
【実施例４】
【００４２】
　図６は本発明の実施例４の放熱ファンの組み立てられた状態の正面断面図である。図６
を参照すると、放熱ファンにも同様に一個の基座１、一個の蓋板２、一個のファンホイー
ル３および一個の補助軸４が含まれる。基座１およびファンホイール３は実施例１と同じ
であるため、ここではその説明を割愛する。実施例４において、補助軸４は直接蓋板２の
上に成形、すなわち補助軸４は一個の金属材質からなって蓋板２と一体に成形されるか、
または、図６に示されるように、蓋板２と同じ材質で直接蓋板２の底部の表面に成形され
る。補助軸４の底部とファンホイール３のハブ３２の上部には第二隙間Ｇ２が形成される
。その他にファンホイール最高部位Ｔと蓋板２の底部には一個の第一隙間Ｇ１が含まれ、
第二隙間Ｇ２は第一隙間Ｇ１より小さくなるように形成されるか（Ｇ２＜Ｇ１）、または
補助軸４の長さＬが羽根突出高さＨより大きくなるように形成される（Ｌ＞Ｈ）。そのた
め、上昇して変位されたファンホイール３はファンホイール３のハブ３２の上部によって
補助軸４の底部に当接するだけで、ファンホイール最高部位Ｔが蓋板２の底部にぶつかる
のを避けることができる（実施例４において、ファンホイール３の羽根３３の上部が蓋板
２の底部にぶつかるのを避けることができる）。
【００４３】
〔使用例１〕
　図７は本発明の放熱ファンの使用例１の斜視図で、図８は図７のＡ－Ａ線に沿った組み
立てられた状態の正面断面図である。図７、８を参照すると、本発明の放熱ファンの使用
例１において、ファンホイール３は回動自在に基座１に枢接され、かつ羽根３３によって
気流を第一風口１１から第二風口１２に向かって移動するように駆動することができるた
め、第二風口１２に設けられる発熱部材５に対して放熱を行なうことができる。
【００４４】
　基座１と発熱部材５は一個の框体５１に結合される。使用例１において、蓋板２は框体
５１の一個の基板からなり、かつファンホイール最高部位Ｔと蓋板２の底部の間には一個
の第一隙間Ｇ１が形成され、補助軸４の一端と蓋板２の間には第二隙間Ｇ２が形成される
。第二隙間Ｇ２は第一隙間Ｇ１より小さくなるように形成されるか（Ｇ２＜ Ｇ１）、ま
たは補助軸４の長さＬが羽根突出高さＨより大きくなるように形成されるため（Ｌ＞Ｈ）
、ファンホイール３が上昇して変位された時、ファンホイール３は補助軸４の一端によっ
て蓋板２の底部に当接するだけで、ファンホイール最高部位Ｔが蓋板２の底部にぶつかる
のを避けることができる（使用例１において、ファンホイール３の羽根３３の上部および
ハブ３３の上部が蓋板２の底部にぶつかるのを避けることができる）。
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【００４５】
〔使用例２〕
　図９は本発明の放熱ファンの使用例２の斜視図である。図９を参照すると、本発明の放
熱ファンの使用例２において、放熱ファンは一個のファンホイール３および一個の基座１
により構成され、かつ放熱ファンには他に一個の保護板１６が設けられる。保護板１６は
従来の係合、粘着またはその他の各種の固定方法を利用して基座１に結合することができ
る。保護板１６はファンホイール３の羽根３３の上部に位置され、かつ保護板１６によっ
て第一風口１１が形成されるため、気流は第一個の風口１１から第二風口１２に向かって
移動するように形成、すなわち、発熱部材５から生成される熱エネルギーが第一風口１１
から引き込まれ、そして第二風口１２から送り出されて放熱を行なうことができるように
形成される。基座１および発熱部材５は一個の框体５１に結合される。この結合方法は従
来の係合、粘着またはその他の各種の固定方法を利用することができる。使用例２におい
て、蓋板２は框体５１の一個の基板からなる。
【００４６】
　図１０は図９のＡ－Ａ線に沿った組み立てられた状態の正面断面図である。図１０を参
照すると、補助軸４には一個の長さＬが含まれ、補助軸４の一端と蓋板２の底部の間には
一個の第二隙間Ｇ２が形成され、ファンホイール最高部位Ｔと保護板１６の底部の間には
一個の第一隙間Ｇ１’が形成される。第二隙間Ｇ２は第一隙間Ｇ１’より小さくなるよう
に形成される（Ｇ２＜Ｇ１’）か、または補助軸４の長さＬが羽根突出高さＨより大きく
なるように形成される（Ｌ＞Ｈ）ため、ファンホイール３が上昇して変位された時、ファ
ンホイール３は補助軸４の一端によって蓋板２の底部に当接するだけで、ファンホイール
３のハブ３２の上部が蓋板２の底部にぶつかるのを避けることができ、さらに羽根３３の
上部が保護板１６の底部にぶつかるのを避けることができる。
【００４７】
　上述のように、本発明の放熱ファンによれば、ファンホイールのハブの上部に補助軸が
設けられるため、放熱ファンのファンホイールのハブの上部および羽根の上部が蓋板の底
部にぶつかることがないという効果を有する。
【００４８】
　本発明の放熱ファンによれば、放熱ファンのファンホイールのハブの上部および羽根の
上部が蓋板の底部にぶつかることがないため、ファンホイールの回動時においてぶつかる
による騒音が生じるのを避けることができるとともに、ファンホイールの羽根および放熱
ファンの損傷率を低く抑えることができるという効果を有する。
【００４９】
　本発明の放熱ファンによれば、一個の補助軸を増やすだけで、放熱ファンの構造が比較
的簡単になるため、製造コストを低く抑えることができるという効果を有する。
【００５０】
　本発明の放熱ファンによれば、放熱ファンのファンホイールのハブの上部に一個の補助
軸を設け、補助軸を蓋板の底部に当接することにより、ファンホイールの回動がさらに安
定になるという効果を有する。
【００５１】
　本発明は、その精神とび必須の特徴事項から逸脱することなく他のやり方で実施するこ
とができる。従って、本明細書に記載した好ましい実施例は例示のなものであり、限定の
なものではない。
【符号の説明】
【００５２】
　　　　１　　基座
　　　１０　　風道
　　　１１　　第一風口
　　　１２　　第二風口
　　　１３　　軸座



(11) JP 5308496 B2 2013.10.9

10

20

30

　　　１４　　枢接部材
　　　１５　　ステータ組
　　　１６　　保護板
　　　　２　　蓋板
　　　２１　　位置決め部材
　　　２２　　耐摩材
　　　　３　　ファンホイール
　　　３１　　回動軸
　　　３２　　ハブ
　　　３３　　羽根
　　　３４　　永久磁石
　　　　４　　補助軸
　　　４１　　第一補助軸
　　　４２　　第二補助軸
　　　　５　　発熱部材
　　　５１　　框体
　　　　９　　放熱ファン
　　　９０　　框体
　　　９１　　発熱部材
　　　９２　　基座
　　　９３　　軸管
　　　９４　　ステータ組
　　　９５　　軸受け
　　　９６　　ファンホイール
　　９６１　　回動軸
　　９６２　　ハブ
　　９６３　　羽根
　　９６４　　永久磁石
　　　９７　　蓋板
　　　Ｇ１　　第一隙間
　　　Ｇ２　　第二隙間
　　　Ｇ１’　第一隙間
　　　　Ｈ　　羽根突出高さ
　　　　Ｌ　　長さ
　　　Ｌ１　　長さ
　　　Ｌ２　　長さ
　　　　Ｔ　　ファンホイール最高部位
　　　　Ｐ　　隙間
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